
再生面積：約１.７ha 取組年次： 平成２８年～

作付作物：トウガラシ 販路：契約栽培、ユフイズムへ加工向け

の出荷

活用した事業:
          －

【 大分県由布市 】

 市の特産品を生み出し育てる

          －荒廃農地でのトウガラシ栽培－

             主体：一般社団法人ユフイズム、由布市

○概要

 由布市は高収益作物として「トウガラシ」を市の重点作物とし、耕作放棄された農

地を活用した普及活動に取り組んでいる。また、同市の農家や加工品製造・販売を行

う会員で構成された「一般社団法人ユフイズム」と協力し、契約栽培先など販路の確

保、オリジナルトウガラシ商品の開発 PR活動を行っている。



 由布市は、平成 17年に挾間町、庄内町、湯布院町が合併して誕生した市であり、大分
県のほぼ中央に位置する。

 農業では特に庄内地区で梨の栽培が盛んであるが、農業従事者の高齢化が進み、後継者

不足もあって、耕作放棄地された農地の増加が顕著である。

 特に中山間の山つきの農地は筆毎の面積も小さく、使い勝手が悪いため農地集積も進

まず荒廃農地が増加している状況にある。

 市が「トウガラシ」栽培に取り組んだのは、５年ほど前に個人の農家に対して熊本市に

本社を置く健康食品を取り扱う会社から契約栽培を持ち掛けられたことが発端であった。

 「トウガラシ」は山付きの狭小な土地でも収量が確保され、収穫は手摘み作業で手間は

かかるものの、重量作物でないことや、収穫後の選別が不要であることから高齢者でも生

産に取り組みやすいことが特徴。

 契約栽培から始まった生産

であり、当初は契約先である

業者一社に出荷していたが、

一昨年の水害の際、契約先の

工場が被害を受け出荷が一時

ストップしてしまい、収穫し

た「トウガラシ」が行く先を失

うといったことをきっかけに、収穫したものを確実に出荷し、収益に結びつけるために販

路を拡大、現在は大分市の業社とも取引を開始した。

 また、由布市と由布市の農家や加工品製造・販売を行う会員で構成する「YUFUTO」が
「トウガラシ」を加工して市の特産品を開発、 

更に、今年４月には同じく由布市の農村風景を

守るため活動している「YUFUTO」と「ゆふグ
リ」の二つの組織が包括的に活動を推進するた

めに「一般社団法人ユフイズム」を設立して加

工品の詰め合わせを商品化してＰＲ活動を行

っている。

 市も担い手の減少や高齢化で荒廃農地が増

加する中、「トウガラシ」の生産を拡大するた

め生産者訪問ツアーを開催したり、業者の協力

も得て「トウガラシ」の種も無償で支給してい

る。

 また、苗作りのサポートや、耕作場所の選定にあたって市の職員が現地を見てアドバイ
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スを行うなどしており市全域に普及を図っている。

由布市が開催した生産者訪問ツアーの効果もあり、「トウガラシ」生産に取り組む者が

増加、現在は約３０名が生産を行っている。

 また、生産者の一人、一尾和史氏は「因果関係は定かでないものの、「トウガラ

シ」を生産している畑はイノシシの被害がない。」と語る。

 今回「YUHUTO」が開発した「トウガラシ」の加工品については、本年秋からの一般へ
の販売開始となる。

更に生産拡大を図るため、今後も生

産者訪問ツアーや、栽培支援など、市と

「一般社団法人ユフイズム」が協力して、

由布市の新たな特産品を後押し。

 また、市は「トウガラシ」以外の作

物にも目を向け、高収益作物にアンテ

ナを張りながら取り組んで行きたい

と考えられている。

〔生産者の一人「馬見塚 和子」さんご一家〕

○問い合わせ先

           由布市農政課  ℡：097-582-1111

３．取組の効果

４．今後の課題・方針

（収穫作業）


